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市役所市民繍様2 10月21日【ホ)

‘ 
1目時-15時

野なるべZ2〈恵詩敏型に 11市役1鵬所市叶民相時厳重

カメラのアクセサリーについて脱明を閣〈受織生の皆さん

写 真教室

芸術の秋に

私もパチリ

写し方から引伸まで
芸術のttとともに行撲のシーズyです.
家篠そろって銀行やハイキングK快適な'l'節になり
ました.

iII返l志、脅さんのおともに必ずカメラが . 

楽しかったひとときの思い幽を再現して〈れます.

中央公民館は.毎年カメラは初めてという人たちを

対象IC.，:lJし方から引伸まで知l!Iと伎制阪のわかりやす
い写実像留を捌いています.

4受章は 毎週月曜日午後"ーから9時まで 10固に
むたヲて、中尉饗ニ先生の指導で行われていますが、

今回で3図腐となりました.
受講生は.36人うち10人が女性で.禽働者から若い
人まで総心に勉強しています.

1・2阻之終了された人たちはグルE プをつくり毎
月例会や市展、県農はどに出品して優秀江成績を絞め

ています.

会員の皆さんたちiふさらに伎術の向上iζ怠欲的江
活動を続け、市民文化の発痩に努力しています.

幡町冒珊聞首爾...'"鴨-附川間幅削州側.幅削B綱闘馴酬珊柵.緬廊川 四割開祖醐姻醐凶岨凶l幽凪岨綱凪馴凪刷刷細川崎.胸輔岡闘珊岡崎幅削幽幽値編制鴎

侮R1回・15日施行 先肝所/大村市役所 編集人/総務線長立石直術印刷所/九州凸版除去会社
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!督!

i促!
i手i
i数:

:料)

A 、

' ‘ ー主

11 

月

改
日
訂

さか
月り
れ

ま

す

1 

市
税
、
水
道
料
、
住
宅
使
用
料

ご
み
処
理
手
数
料
、

保
育
料
の
督

促
手
数
料
は
、
昭
和
二
十
五
年
改

訂
さ
れ
た
ま
ま
現
在
ま
で
す
え
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
郵
便
料
な

ど
の
値
上
げ
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
改
訂
さ
れ
ま
す
。

督
促
手
数
料
五
十
円

改
訂
年
月
日
昭
和
五
十
一

年
十
一
月
-
日
か
ら

市
税
等
の
納
付
は
、
督
促
を
'
つ

け
る
よ
り
も
屯
納
め
や
す
い
よ
う

納
税
組
合
加
入
ゃ
、
納
期
内
の
自

主
納
税
に
ど
協
力
下
さ
い
。

@@  

証
明
手
数
料
が
変
り
ま
す
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こ
の
た
び
大
村
市
手
数
料
の
額

が
改
正
さ
れ
、
住
民
票
ま
た
は
、

戸
籍
附
票
、
印
鑑
証
明
、
税
務
証

明、

閲
覧
、
そ
の
他
の
諸
証
明
な

区

ど
手
数
料
が
十
一
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
り
ま
す
。

数

分

住
民
票
ま
た
は
戸
籍
附
票
の
写
し

印

鑑

に

関

す

る

証

明

税

務

に

関

す

る

証

明

閲

覧

そ

の

他

の

明

諸

|証

料

額

七

十

円

七

十

円

七

十

円

七

十

円

七

十

円

手
件件枚枚枚

i国保;

こ
ん
な
と
き
は

必

ず

届

け

出

を

ー
(
保

険

証

は

大

切

に

(
¥

届
け
出
の
種
類
と
期
間

世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の

あ
っ
た
と
き
(
他
の
保
険
に
入
つ

ご
ち

f
t
f、-f
，，r
'
J
3
-
，，、正予:，
t
・、
一、:
・Jg'5-?
三一正、
f
，-
fご
ご

'J
1
1
3・1，JL
J三
rhf'Jτ
二、ニ
》
~''JtJ

広

島
勝
機
綴
必
嬢

赤
い
羽
根
第
一
号
…

三

繊

麟
織
機
臓
機
倒
長
崎
空
港
に

到
着

ゾ

z

i
L警
ぎ

?

幾

赤
い
羽
根
央
共
同
募
金
会
長
か
ら
メ
ッ
セ

l
J

小

糠

川

縁

議

録

選

共
同
募
金
が
ジ
と
大
き
な
赤
い
羽
根
が
長
崎
空
ゾ

轡

臨

緩

際

鱗

十
月
一
日
か

港
に
到
着
し
ま
し
た
。

叩

鰯

幽

滞

緩

機

織

蹴

鱗

ら

始

り
ま
し
伝
達
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
へ

f

機

捌

畿

勢

鱗

議

た
o

松

田

ー

さ

ん

(
一
干
四
歳
)
、
い

竺

繍

濃

麟

綴

機

綴

綴

機

鰍

共
同
募
金
網
干
t
y
さ
ん
(
一
干
二
歳
)
か
ら
ん

さ

機

庇

融

緩

綴

撚

鰍

畿

運
動
へ

の
関
高
木
市
長
(
写
真
)
に
手
渡
さ
れ
山

霞

E
E臨
盤

心
と
気
運
を
ま
し
た
。

A

J
V

山
，

M

圃
閉
幽
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
・
圃
圃
圃
圃
・
E
E
E

圃
輔
副
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
園
高
め
る
た
め
大
村
市
の
目
標
額
は
、
二
百
三

~

f

三

園
周
幽
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
圃
圃
圃

圃
E
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
園
田
温
調
募
金
運
動
に
十
万
円
で
す
。

t

潤

就

繍

観

勝

川

棚

さ
き
が
け
厚

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
援
助
を
よ

さ

¥

一主

務

総

選

生
大
臣
と
中

願
い

し

ま

す

。

九

円'盟、-f
'J-
-f
》・
1
・1
Je
-
t
f
f
J
3
-
c
r
h
f・-fJr'J
ed--』〉
-
1
4
・2
e
f
J
3
2
〉
〉
¥-
K
J19(f'zr
・2
3
2thi
--e'df
，fey-L

※ 

日

月

の

納

税

は

固
定
資
産
税
と

た
と
き
、
他
の
保
険
を
や
め
た
と

き
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
、

転
入
し
て
き
た
と
き
、

新
た
に
生

れ
た
と
き
、
死
亡
し
た
と
き
な
ど
)

は
、
十
四
日
以
内
に
市
民
課
、
ま

た
は
出
張
所
に
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
帯
主
は
、
加
入
や
.
や
め
た

と
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
届
け
を
し

た
り
、
保
険
税
や
医
療
費
の
一
部

を
支
払
っ
た
り
請
求
し
た
り
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
(
保
険
証
)
の

と

り

扱

い

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
る
と

同
時
に、

病
院
な
ど
で
診
療
を・
つ

け
る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
を
果

す
も
の
で
す
。

大
切
に
と
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

⑨
交
付
さ
れ
た
ら
被
保
険
者
の
氏

国

民

健

康

保

険

税

て

す

名
な
ど
に
間
違
い
な
い
か
ど
う

か
を
確
か
め
、

裏
面
の
注
意
事

項
を
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ

-っ。

⑨
病
院
な
ど
で
診
療
が
す
ん
だ
ら

必
ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に

-
)
古
品

1
u
ょ
・っ
。

⑨
他
市
町
村
へ
の
転
出
、
職
場
の

国l(転出するとき) →(印鑑保険証)智/ 一一一

詔/(属議麗保険同一とき)→(印鑑両方の保険証)返0つ生健

全|二(死亡したとき)一 一 一→1印鑑保険証) 抗震震
高\(生活保護をうけるよう日った と~)→(唾旦随) EE雪信
一」 い直 う入

。ちけつ
にるた
保Oよと
険Oうき
証01とや
をoな

そ1/(住所 氏名世帯主がかわったとき)一→ (印鑑.保険証)

白人(隔をなくしたと山亙)

国保に加入したり.やめたりの届け
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りももさゴお市政だより(3) 

※ 

日
月
の
納
税
は

明るい家庭と社会環境を

環境浄化促進月間1TI月1日--'31日

年少主
目

仲
よ
く
手
を
つ
な
い
で

固

定

資

産

税

と

次
代
を
担
う
青
少
年
を
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
は
、

国
民
が
み
な
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り

同
時
に
一
人
、
一
人
の
義
務
で
も

あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防

止
に
は
「
ま
ず
大
人
が
姿
勢
を
正

せ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

青
少
年
を
と
り
ま
く
悪
い
環
境
を

な
く
す
乙
と
が
大
人
の
責
任
で
す

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
期
間
を
環
境
浄
化
促
進
月
間
と

し
て
県
下
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

ま
す
。次
の
七
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
あ

げ
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
の
で

市
民
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国

民

健

康

保

険

税

て

す

ム
よ
く
な
い
映
画
、
雑
誌
、
広
告

物
か
ら
青
少
年
を
守
ろ
う
。

一

ム
シ
ン
ナ
ー
接
着
剤
の
乱
用
を
防

ζ
v
つ。

ム
あ
ぶ
な
い
刃
物
、
玩
具
類
は
青

少
年
に
持
た
せ
な
い
。

A
青
少
年
の
夜
遊
び
を
な
く
そ
う

ム
明
る
い
家
庭
で
話
し
合
お
う
。

ム
暴
走
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

見
に
行
か
な
い
。

空

巣

ね

ら

ム
み
ん
な
の
力
で
明
る
い
環
境
を

つ
く
ろ
う
。

ま
た
、
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は

「
少
年
に
愛
の
一
声
を
」
と
声
か

け
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

協
力
下
さ
い
。

非
行
行
為
の
少
年
を
発
見
し
た

ら
通
報
し
て
下
さ
い
。

ム

警

察

③

三

一

二

六

ム
少
年
セ
ン
タ
ー
②
l
四
三
二
一

レミ

急

増

若

人
に
孝も
C負
クけ
リな
干し〉

ムよ l
ヨ . 
./ 

大 i
，ふ

好
天
に
恵
ま
れ
た
青
空
の
も
と

九
月
二
十
九
日
市
営
陸
上
競
技
場

で
、
第
二
回
老
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
二
千
七
十
人
が
集
い

各
地
区
ご
と
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先

頭
に
堂
々
の
入
場
行
進
で
お
年
寄

り
の
意
気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
示
し

ま
し
た
。
(
写
真
)

開
会
式
で
は
、
市
長
は
じ
め
各

関
係
者
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ

外
出
は
一
声
か
け
て
カ
ギ
か
け
て

り
競
技
が
開
始
さ
れ
、
五
十
四
川

競
走
、
玉
入
れ
な
ど
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
マ
ラ
ソ
ン

競
技
に
は
、
英
国
で
行
わ
れ
た

高
齢
者
定
世
界
大
会
に
出
場
さ

れ
た
好
田
・
野
中
さ
ん
の
参
加

で
盛
り
上
り
、
「
ま
だ
ま
だ
若

い
人
に
負
け
な
い
ぞ
」
と
ハ
ッ

ス
ル
、
元
気
で
な
ご
や
か
な
一

日
を
終
り
ま
し
た
。

最
近
、
大
村
駅
前
、
玖
島
、
松

並
、
宮
小
路
、
福
重
の
各
地
区
で

「
空
巣
ね
ら
い
」
の
被
害
を
う
け

て
い
ま
す
。

秋
は
外
出
が
多
い
時
期
で
す
。

カ
ギ
を
忘
れ
ず
、
と
な
り
近
所

へ
ち
ょ
っ
と
ひ
と
声
を
。

自

動

車

に

も

力

ギ

を

忘

れ

な

車
の
中
の
金
品
を
盗
む
「
車
上

ね
ら
い
」
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

O
Aさ
ん
は
集
金
途
中
の
現
金
二

十
万
円
を

O
B
さ
ん
は
野
菜
代
金
十
三
万
円

を
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
l
ド
に
入

れ
た
ま
ま
車
か
ら
は
な
れ
た
際

に
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

犯
人
は
い
ず
れ
も
中
学
生
、
小

タ

L入選者きまる

防犯ポス

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
防

犯
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
三
百
四
十
四
点
の
作

品
が
集
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
次
の
方
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
。

入
選
者

い

て

下

さ

い

学
生
で
し
た
。

少
年
に
非
行
の
機
会
を
あ
た
え

な
い
た
め
に
も
、
車
か
ら
は
な
れ

る
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
の
聞
で
も

ド
ア
に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

不
審
者
を
み
か
け
た
ら
す
ぐ

一一

O
番
し
て
下
さ
い
。

大

村

警

察

署

小
学
生
の
部

一
位
三
浦
小
六
年
楠
本
茂
洋

二

位

三

浦

小

六

年

河

内

靖

萱
瀬
小
一
年
た
し
た
つ
と
む

三

位

萱

瀬

小

五

年

東

健

二

三
浦
小
六
年
坂
上
正
信

竹
松
小
四
年
竹
下
の
り
乙

佳
作
竹
松
小
六
年
野
崎
加
代
子

大
村
小
六
年
富
永
夏
美
、
中
央

小
三
年
平
野
和
子
、
萱
瀬
小
六

年
小
川
一
夫
、
萱
瀬
小
六
年
間

悟
、
萱
瀬
小
六
年
川
田
佐
代
子

中
学
生
の
部

一

位

萱

瀬

中

二

年

塚

根

博

佳
作
萱
瀬
中
二
年
田
中
正
義

萱
瀬
中
二
年
森
智
浩

大
村
市
連
合
防
犯
協
会
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地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
を

日
月
刊
日
社
会
福
祉
大
会

市政だより

社
会
福
祉
に
対
す
る
地
域
住
民

の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か

け
て
、
第
十
回
社
会
福
祉
大
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
は
、
午
前
中
は
老
人
福
祉

心
身
障
害
者
(
児
)
福
祉
、
母
子

福
祉
及
び
社
会
福
祉
の
四
部
会
に

分
か
れ
て
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
研
究
討
議
し
、
午
後
は
総
会

に
移
り
、
式
典
、
各
部
会
報
告
、

昼
食
休
み
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
映
画
鑑
賞
」
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
日
(
水
)

-a
、--1
，、-

小

ク

大

村

ま

つ

り

開

催

d

~

小

多

数

ご

来

場

を

ゲ

ψ

日
時
十
一
月
三
日
(
祝
)
竜
お
ど
り
(
片
町
竜
踊
保
存
会
)
ゾ

ん

午

後

一

時

三

十

分

l
五
今
富
浮
立
(
今
富
浮
立
保
存
会
)
(

~

時

樽

み

乙

し

(

主

管

大

村

青

年

会

~

一

い

場

所

市

役

所

横

議

所

)

V

~

補

助

グ

ラ

ン

ド

コ

ッ

コ

デ

シ

ヨ

(

水

主

町

保

存

λ

ハ

出

演

種

目

会

)

ν

叩
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
(
大
村
部
隊

仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル
(
大
村
監
屯
…

《

音

楽

隊

)

四

部

隊

)

川

V

パ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
(
向
陽
市
民
の
お
祭
り
で
す
。

V

れ

高

等

学

校

)

多

数

ご

来

場

下

さ

い

o

J

ん
黒
丸
踊
(
黒
丸
踊
保
存
会
)
自
家
用
車
は
市
役
所
横
埋
立
(

〉
民
踊
道
行
(
連
合
婦
人
会
)
地
に
駐
車
し
て
下
さ
い
。
~

y
-
3
t
、f
・4J
・、ごご
'
E
f
，-ご、，こ
ezr
、JZ
，J
R
J
、r
J
k
y
-
-
=
'
k
f
a
e
J
E
-
-
f
、，，一三-‘
E-
三一
'
t
J
一-Jap
，

※ 

問

月

の

納

税

は

固

定

資

産

税

と
各
研
究
部
会
午
前
九
時
三
十

分
l
十
一
時
三
十
分

総

会

午

後

O
時
四
十
分
l
三

時

場
所
総
会
場

市
民
会
館
本
館

ホ
l
ル

第
一
研
究
部
会
(
老
人
福
祉
部

会
)
会
場
市
民
会
館
大
会

議
室

第
二
研
究
部
会
(
心
身
障
害
者

(
児
)
福
祉
部
会
)
会
場

市
民
会
館
本
館
ホ
ー
ル

第
三
研
究
部
会
(
母
子
福
祉
部

会
)
会
場
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
会
室

第
四
研
究
部
会
(
社
会
福
祉
部

会
)
会
場
福
祉
セ
ン
タ
ー

虫は宝口越冬

を

ハ
エ
、
ゴ

キ
ブ
リ
な
ど

駆除

越
冬
害
虫
は

冬
支
度
の
た

め
姿
が
自
に

コ'
h
f
p
ふ
ノ
、
よ

戸
-
・
寸
ん
・
4
J

〆、

J
/

め

る
時
期
で
す

早

今
か
ら
越

冬
害
虫
の
駆

除
を
重
点
的

に
行
え
ば
駆
除
効
果
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
、
来
春
の
発
生
を
最
少

限
に
と
ど
め
る
乙
と
が
で
き
ま
す

『‘3-e'J
，、、
JZ
，，，‘
J
z
‘，，
t
J
、，:二・，、、
f
，，，，‘
:
f
、，，
d'J
、、
，-4':'
、、
f
ぅ，
f
，f
一、，，
t-J
‘、y
''二
f
、f
，，，
f
，rz
、J
1
f
、E
、''zf
、fe
，，r
，J3
、，，
e'FJ
‘、a-
一，
，
-r
、f戸

(

社

会

福

祉

事

業

費

ム

小

路

口

町

竹

松

ア

パ

ー

ト

の

永

老

人

福

祉

事

業

費

へ

金

一

封

汁

い

へ

金

一

封

石

賢

二

さ

ん

は

、

亡

父

麗

雄

さ

ム

公

明

党

大

村

青

年

党

員

(

代

ゾ

ル

ト

ム

大

村

高

校

家

庭

ん

の

忌

明

に

表

者

浦

越

作

己

さ

ん

)

の

皆

一

ー
ク
ラ
ブ
(
部
長
ム
黒
木
郷
の
井
手
寿
利
さ
ん
は
、
さ
ん
は
、
老
人
福
祉
週
間
に
~

J

L

U

 

・2

福
田
公
子
さ
ん
)
亡
祖
母
ム
メ
さ
ん
の

忌

明

に

あ

た

り

(

ラ

ま

J

、
の
皆
さ
ん
は
街
ム
今
富
郷
の
原
田
嘉
之
さ
ん
は
、
ム
玖
島
郷
田
中
亀
太
郎
さ
ん
は

λ

A

が

川

頭

で

募

金

活

動

亡

妻

澄

子

さ

ん

の

忌

明

に

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

内

容

い

り

:

を

し

た

際

集

っ

A
大
川
田
町
の
川
崎
保
宏
さ
ん
は
施
設
整
備
の
た
め
の
基
金
と
~

あ

こ

叫

す

た

金

を

拾

得

金

の

還

付

金

を

し

て

百

万

円

を

~

~

寄

ム

久

原

郷

の

佐

藤

火

事

被

災

世

帯

へ

ご

預

託

大

村

子

供

の

家

へ

、

山

ご

虎

雄

さ

ん

は

、

ふ

武
部
郷
の
進
藤
喜
久
子
さ
ん
は
ム
日
泊
郷
の
浦
田
フ
ミ
さ
ん
は
明

一

一

亡

妻

キ

ス

さ

ん

子

供

用

衣

類

、

靴

(

百

数

十

点

)

金

一

封

と

子

供
用
着
物

を

~

山

の

忌

明

に

を

v

r
y
l
-
t
J
'
r
，f
J
e
t
-
-
r
d
z
t
f
r
e
-
-J
J

'ZJ1-
三、
，、く
r
4
fe
J

7

3
1
t
〈
r
z
f
J
'ご
う
う
:
t
〈
r

こf
J
'
t
i
-
-
1
t
h
H

大
会
議
室

そ
れ
に
は
、
次
の
方
法
が
最
適

で
す
。

。
便
槽
に
は
乳
剤
四
百
倍
液
を
二

ー
三

2
七
日
か
ら
十
日
間
隔
で

散
布
す
る
と
共
に
、
く
み
取
り

口
付
近
の
土
に
は
地
中
ま
で
よ

く
浸
透
す
る
よ
う
に
散
布
す
る

@
馬
牛
豚
舎
の
対
策
と
し
て
は
、

一
週
間
間
隔
の
寝
わ
ら
交
換
と

畜
舎
の
壁
や
天
井
へ
の
残
留
噴

霧
を
す
る
。

。
堆
肥
舎
に
つ
い
て
は
、
乳
剤
を

八
百

I
千
倍
に
薄
め
て
充
分
浸

透
す
る
よ
う
に
散
布
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
て
す

。
ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
は
、
ひ
そ
み

場
所
や
そ
こ
か
ら
の
出
入
口
、

通
路
に
乳
剤
五
十
倍
液
を
残
留

噴
霧
す
る
か
、
十
倍
液
を
帯
状

に
塗
っ
て
お
く
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

※
殺
虫
剤
は
、
各
町
総
代
さ
ん
が

申
請
し
て
下
さ
い
。

全

日

本

種

豚

共

進

会

矢
上
郷
の
秀
山
勝
一
さ
ん
所
有

の
豚
ビ
ク
ト
リ
ア
ア

l
ノ
ル

ド
リ
マ
ヒ
デ
ヤ
マ
二
l

ニ

(
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
五
日
生

れ
)
と
平
小
川
郷
の
笠
寺
寿
一
郎

さ
ん
所
有
の
豚
ビ
ク
タ
l

ワ

1
ス
レ

l

オ
ス
カ
l

八
五

(
昭
和
五
十
年
十
二
月
十
五
日
生

J¥』

大

村

市

か

ら

出

場

れ
)
の
二
頭
が
、
十
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
五
日
間
静
岡

県
御
殿
場
市
で
開
催
さ
れ
る
第
八

回
全
日
本
種
豚
共
進
会
へ
本
県
代

表
と
し
て
出
陳
が
決
定
し
、
十
月

十
九
日
出
発
し
ま
す
。

帰
省
は
二
十
八
日
予
定
で
す
。

晴
れ
の
入
賞
を
期
待
し
ま
す
。
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※ 

緑

豊

な

都

市

。

つ

く

り

カE

原
爆
医
療
法
施
行
令
の
改
正

原
爆
被
爆
地
域
を
拡
大

受
診
者
証
の
申
請
を

こ
の
た
び
、
原
爆
医
療
法
施
行

令
の
改
正
に
よ
り
、
次
の
区
域
が

新
た
に
原
爆
被
爆
地
域
に
追
加
指

定
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

原
爆
投
下
時
、
該
当
地
に
お
ら

れ
た
方
は
、
健
康
診
断
受
診
者
証

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て

下
さ
い
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
の

て

長
崎
県
西
彼
杵
郡
福
田
村
の

う
ち
、
柿
泊
郷
、
中
浦
郷
、
手

熊
郷
及
び
上
浦
郷

二
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
式
見
村
の

う
ち
、
向
郷
、
木
場
郷
及
び
牧

おおむ

一
-
楽
し
か
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
川

仏

木

・

金

曜

婦

人

健

康

ク

ラ

ブ

楽
し
く
、

汗
を
か
き
な
が
ら
ォ

l
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
(
写
真
)
勺

友
達
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
、
を
聞
き
ま
し

た

。

山

九
九
月
三
十
日
市

民

体

育

館

で

フ

集
い
は
、
木
・
金
曜
婦
人
健

v

，
・
・
・
圏
謀
議
臨
J
界
織
議
藤
議
麗
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
催
し
、
友

v

.

.

 欄
鱗
膿
麟
翻
臨
機
騒

人
に
も
呼
び
か
け
仲
間
づ
く
り

γ

・
・
・
圏
闇
国
臣
隈
船
窓
融
関
臨
醗
即

の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

圃
-
・
圃
醐
輯
輔
副
鏑
盟
闇
盟
理
会
場
に
は
約
百
人
が
集
り
、

圃
・
圃
極
醐
醸
輔
輯
醐
艦
購
輯
輔
覇
関
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
l
ム
な

・
・
圃
闘
闘
酷
薄
麟
瞳
盟
臨
覇
ど
で
終
始
楽
し
く
過
し
ま
し
た

.

.

 
暗

闇
盟
問
盟
関
醐
園
田
園
臨
今
後
も
体
力
づ
く
り
と
共
に

理
組
闘
幽
閉
睡
沼
湖
醐
臨
盟
国
園
田
町
家
庭
や
地
域
社
会
に
実
践
の
和

「
園
面
闇
轟
離
職
輔
醐
盟
関
謹
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
が
ん
張
っ
て

…ーγ
…
圃
民
臨
腰
酔
魁
冨
圃
圃
圃
関
醐

'
い
ま
す
。

(
叩
月
は
都
市
緑
化
月
間
て
す
)

野
郷

三
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
三
重
村
の

う
ち
、
詰
の
内
、
白
髪
及
び
遠

木
場
の
各
部
落

四、

長
崎
県
西
彼
杵
郡
矢
上
村
の

う
ち
、
現
川
名
、
田
川
内
、

薩

摩
城
、
中
尾
及
び
矢
筈
の
各
部

落
五、

長
崎
県
西
彼
杵
郡
日
見
村
の

う
ち
、
河
内
名

六
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
茂
木
町
の

う
ち
、
田
手
原
名
、
木
場
名
及

び
田
上
名

七
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
時
津
村

八
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
村

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
。

O 

O 

く>

O 

爆

被

爆

者

の

原

各

種

手

当

が

改

正

原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措

置
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

各

種
手
当
が
十
月
一
日
か
ら
左
表
の

と
お
り
変
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
社
会
課
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。

容

手当の種別|支給金額| 病 気 の 種 類

月額 27.000円

原臣現る人嘩の在認白も傷定そ害を囚作負う用傷けたにま人たよるは(認疾も定白病状患と厚者態生〉に大であ〈現行 24.000円)
月額 13.500円

特別手当 〈現行 12.000円)

月額 13.500円 厚(そ固生の定大負し傷臣たのま人認た)定は疾を病うのけ状た人態でに現な在い人は
(現行 12.000円〉

月額 15.500円
(現行 14.000円) 厚生大臣から原爆の傷害作用による

医療手当
月額 13.500円 ものと認定をうけた人で、現在も指
(現行 12.000円〉定医療機関で治療をうけている.場合
月 額 15.500円 入・通院の日数によって支給される
(現行 14.000円)

|月額問。
健東管理手当(現行 12.000円) 厚生省の定める疾病がある人

l月額 ι80円
保健手当(現行 6.000円〉制限なし

月額 26.000円
(現行 23.000円) 原爆被爆者で厚生大臣が定める特定

介護手当
月額 19.500円 の疾病 (健康管理手当の項の病気の
(現行 17.250円〉 種類)のため、医師が介護の必要を
月 額 13.000円 認め、介護料を支払っている人
(現行 11.500円)

家族介護手当 I月 額 5.000円I在を宅うで寝て?ーき人りの被爆者で家族介護
(現行 ι000円) けいる

l葬 祭 料 (現行 33.000円)被曝者が死亡した場合

内の当手

〔
選
挙
シ
リ
ー
ズ

そ
の

3
〕

明

る

い

選

挙
実

現

の

た

め

間
個
々
面
接
と
電
話

自
分
の
支
持
し
て
い
る
候
補
者

が
い
た
ら、

自
分
の
票
、
だ
け
そ
の

人
に
入
れ
る
と
い
う
乙
と
よ
り
、

一
歩
す
す
め
て
一
人
で
も
二
人
で

も
支
持
者
を
ふ
や
す
よ
う
に
す
る

の
が
当
り
ま
え
の
こ
と
で
し
ょ
う

そ
の
よ
う
な
場
合
、
違
反
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
す
る
方
法
が
個
々
面

接
と
電
話
に
よ
る
勧
誘
で
す
。

個
々
面
接
は
、
戸
別
訪
問
(
禁

止
さ
れ
て
い
る
)
の
よ
う
に
弊
害

が
伴
わ
な
い
の
で
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
。
街
頭
や
商
庖
内
で
行
き
あ
っ
た

と
き
の
立
ち
話
、
パ
ス
や
電
車
内

で
の
話
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

電
話
に
よ
る
運
動
は
、
相
手
を

呼
び
出
し
て
話
し
が
で
き
る
の
で

有
効
な
方
法
で
し
ょ
う
。

し
か
し
候
補
者
、
総
括
責
任
者

出
納
責
任
者
か
ら
指
令
さ
れ
て
行

う
場
合
に
は、

電
話
料
は
選
挙
運

動
費
用
に
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
乙
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ
の
運
動
は
、
い
ず
れ
も
選
挙

運
動
の
で
き
る
期
間
中
に
限
っ
て

で
き
ま
す
。
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災

宝口

復

阻

の

住

宅

資

金

を

貸

付

こ
の
た
び
の
台
風
十
七
号
に
よ

り
住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

に
対
し
.
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

災
害
復
興
住
宅
資
金
の
貸
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ど
希
望
の
方
は
最
寄
り
の
住
宅

金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。

〔建設の場合〕
り災直前の建物の価格の5割以上の被害について

イ 融資金の限度額

1:i ~ o ~ Jjlj I 災害復興住宅 l l |建 設資金 |土地取得費|整地費の融|
住宅の種別 Ja = I ~hlL~ 1/¥1の融資限度|

l |下|日- l|融資限度額1 :=;;;';:~ ::::j /~'J I額 1資限度額11'ilA= I-JXJXtf~ 1価格 I tt~ 

耐火構造の住宅及び'"I"I-crnl I 610万円 85，400円簡易耐火構造の住宅 U.lUJJn! 

木造等の住宅 I 540万円 75，300円
190万円

※ 

緑

豊

カ=

申
込
受
付
期
間

十
二
月
二
十
五
日
ま
で

申
込
受
付
場
所

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖

利

率

年

五

・

五

労

詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
支
所

ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
へ
お
間
合
せ
下
さ
い
。

〔補修の場合〕
補修に要する額が10万円以上で、り災直前の建物の価格の
5割未満の被害について

ロ 融資金の限度額

災害復興住宅補修
費の融資限度額

! 10万円以上
木造等 I27O万円以下
| 耐火構造 [ 10万円以上
簡耐 1 300万円以下i

な

都

市

づ

90万円

移転費の融資
限度額

90万円

中小企業退職金に

10月は加入促進強化月間

掛
金
毎
月
一
口
五
百
円
か
ら
二

十
日
一
万
円
ま
で

掛
金
は
全
額
が
小
規
模
企
業
共

済
等
掛
金
控
除
と
し
て
所
得
控

除
さ
れ
ま
す
。

申
込
先
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

。

り

(
刊
月
は
都
市
緑
化
月
間
で
す
)

共済制度の利用を

加
入
資
格
常
時
使
用
す
る
従
業

員
が
二
十
人
(
商
業
と
サ
ー
ビ

ス
業
は
五
人
)
以
下
の
事
業
主

及
び
会
社
や
企
業
組
合
、
協
業

組
合
の
役
員
、
ま
た
、
ひ
と
り

で
、
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
方
が
加
入
で

き
ま
す
。

日
時

不

動

産

無

料

相

談

所

十
月
二
十
二
日
(
金
)

午
前
十
時

t
午
後
四
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退
職
金
が

支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨

で
作
ら
れ
、
国
か
ら
補
助
金
が
出

て
い
る
唯
一
の
制
度
で
す
。

@
制
度
の
特
色
、

掛
金
は
法
人
の
場
合
は
損
金
、

個
入
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費
と

ーし
て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

掛
金
は
一
人
当
り
八
百
円
か
ら

一
万
円
ま
で
十
九
種
類
。

加
入
で
き
る
事
業
所
は
、
従
業

員
が
一
人
以
上
三
百
人
ハ
卸
売
業

で
は
百
人
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
で
は
五
十
人
)
以
下
の
事

優
れ
た
従
業
員
の
確
保
に
退
職
業
所
。

金
制
度
は
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
な
お
、
こ
の
制
度
に
は
最
高
千

も
の
で
す
が
、
中
小
企
業
で
の
従
円
ま
で
補
助
が
あ
り
ま
す
。

業
員
の
確
保
に
役
立
つ
国
の
退
職
期
聞
は
五
十
三
年
三
月
三
十
一

金
制
度
を
採
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧
日
ま
で
に
加
入
さ
れ
た
人
に
限
り

め

し

ま

す

。

ま

す

。

十
月
は
乙
の
制
度
の
加
入
促
進
申
込
み
は
最
寄
り
の
金
融
機
関

強

化

月

間

で

す

。

へ

、

詳

し

い

乙

と

は

市
商
工
観
光

乙
の
制
度
は
、
国
の
援
助
で
大
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

H
H
H
U
E

、bRH
U
M
M

、r、dHH
"
tE
弘

3
8
H
H
H

目、B
E
，g
H
M
1
1
F

、，HH
H
H
U
Bk
m
fR
U
H
R
》
h
r
MM
M

9
問
団
『

事

業

主

に

も

退

職

金

制

度

場
所
内
容
O
不
動
産
の
売
買
、
貸
借
な
ど

O
国
土
利
用
計
画
法
、
都
市
計
画

法
な
ど
。

そ
の
他
不
動
産
に

つ
い
て
お
困

移

動

営

業

所

を

開

設

九
州
電
力
で
は
、
地
域
対
話
強

調
週
間
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
次

の
と
お
り
移
動
営
業
所
を
開
設
し

ま
す
。

ム
池
田
住
宅
公
民
館
十
月
十
九

日
午
前
九
時

1
十
二
時

ム
古
町
住
宅
五
区
公
民
館

十
月
十
九
日
午
後
一
時
三
十

分
1
四
時
三
十
分

主 相おり
協催宅 4課談気の
会 建長員軽方 J

大長協外 に tは
村崎会 p、諌ど
支 ，県会市早相一関
部宅員役土談係
地 所，木下書 d

建 r担事さ類
物 一 当務いを
取 d 職 t所。持
J引員建つ
業築て

内
容ω当
社
に
対
す
る
ご
意
見
、
ピ
要

望
承
り

凶
電
気
相
談
、
電
波
障
害
相
談

同
屋
内
配
線
の
診
断
修
理

凶
電
気
器
具
の
診
断
修
理

※

ωω
の
修
理
工
賃
は
無
料
サ

i

ビ
ス
、
取
替
部
品
、
材
料
代
は

実
費
。
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二※

豊

カ=

緑

;ぉ:
し 1

り i
せ

募

集

国
市

職

口県

り

職
種
一
般
事
務
(
男
・
女
)

受
験
資
格

一、
，学
歴
ほ
間
わ
な
い
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
亙

度
の
学
力
を
要
し
ま
す
。

二
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
人
。

三
、
大
村
市
居
住
、
ま
た
は
採
用

後
居
住
で
き
る
人
。

申
込
期
間

十
月
二
十
五
日

l
十
一
月
二
十

口
μ

第
-
次
試
験
十
二
月
十
九
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ
。

むおお市政だより

圏
読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
は
、
秋
の
読
書
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
一

般
社
会
人
(
市
内

一
在
住
者
)

テ

i
マ
題
名
は
自
由

(読
書
感

(7) 

な

都

市

づ

り

(
ぬ
月
は
都
市
緑
化
月
間
て
す
)

想
、
読
書
生
活
、
そ
の
他
読
書

に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
四
百
字
詰
五
枚
程
度

締
切
百
十
一
月
三
十
日

送
付
先
武
部
郷
三
二
三

市
立
図
書
館

応
募
方
法

ィ
、
作
品
は
一
人
一
点
と
す
る
。

ロ
、
作
品
の
前
に
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、

(
読
書
感
想
文

に
あ
っ
て
は
、
文
の
終
り
に
書

名
、
著
者
名
)
を
記
入
の
こ
と

ハ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

そ
の
他
、
優
れ
た
作
品
は
「
読

書
感
想
文
集
」
に
登
載
し
て
、
そ

の
文
集
を
贈
呈
し
ま
す
。

商
防
衛
大
学
生

資
格
五
十
二
年
四
月
一
日
現
在

十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未
満
で

高
等
学
校
卒
業
者

(
五
十
二
年

三
月
手
業
予
定
者
を
含
む
)

試
験
第
一

次
十
一
月
五
・
六
日

(
学
科
試
験
)
第
二
次
試
験
十

二
月
三

t
五
日
の
う
ち
一
日

(
口
述
試
験
、
身
体
検
査
)

受
付
e

十
月
三
十
日
ま
で

給

与

学

生
手
当
、(月
)
四
三
、

八
O
O円
、
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回

衣
食
住
無
料
、
入
学
金
授
業
料

な
し

連
絡
先
市
役
所
市
民
課
ま
た
は

大
村
募
集
事
務
所

理
自

衛

官

資
格
五
十
二
年
三
月
高
等
学
校

ま
た
は
大
学
を
卒
業
す
る
人

試
験
毎
週
二
回

筆
記
、

口
述
試
験
、
身
体
検
査

給
与付
初
任
給
七
三
、
七

O
O円

同
ボ
ー
ナ
ス
五
・
二
カ
月
分

同
衣
食
住
無
料

そ
の
他
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

連
絡
先

市
役
所
市
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

試

験

醒
技
能
検
定
試
験

受
験
申
込
十
月
二
十
二
日

l
十

一
月
四
日

実
施
期
間
十
一
月
三
十
日
か
ら

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
聞
に
各

職
種
ご
と
に
実
施

※
詳
し
く
は
長
崎
市
江
戸
町
二

ー
一
県
庁
第
三
別
館
長
崎

県
技
能
検
定
協
会
血

@
l八
六

五
四
、
ま
た
は
長
崎
市
江
戸
町

一一
i
一

三

長
崎
県
職
業
訓
練

課

E
@
l
一
一
一
一
へ

。

注
射
と
検
診

関

妊

婦

教

室

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

内 容 1

0安産のために(補助動作、妊婦体操 | 
| の実習11月10日Ir"\~/.-.(J:. ~ ln~ v.J;;tc.9)  

1

0産後の保健
IC第2回)1

0育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

111月17日10家庭の幸せのために(家族計画〉

IC第3回〉|0妊振中の栄養のとり方(貧血食の実習〉
※11月3日は祭日のために第1回は12月1日に変更

薗

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
八
年
四
月
生
れ

及
び
四
十
七
年
十
月
か
ら
四
十

八
年
三
月
生
れ
で
、
ま
だ
検
診

を
受
け
て
い
な
い
人

日
時
十
月
二
十
六
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

1
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
.
次
回
検
診
日
に

お
受
け
下
さ
い
。

圏
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

講

A 
Z玄

習

圃
第

6
回婦
人
教
養
講
座

演
題
「
母
親
の
こ
と
ば
と
子
供
」

毎
日
話
し
か
け
る
子
供
に
お

母
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
ば
で
応

待
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

母
親
の
成
長
が
子
供
の
成
長
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

も
の
で
あ
る
か
、
「
母
親
の
乙

と
ば
と
子
供
」
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

講
師
中
嶋
英
治
先
生

日
時
十
月
二
十
七
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら
(
時
間
厳
守
)

場
所
中
央
公
民
館

申
込
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申

込
ん
で
下
さ
い
。

圏
第

3
回
木
版
画
に
よ
る

手
づ
く
り
年
賀
状
教
室

つ
く
っ
て
楽
し
く
、
も
ら
っ
て

嬉
し
い
木
版
画
に
よ
る
「
手
づ
く

り
年
賀
状
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
十
一
月
十
日

l
十
二
月
八

日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時

l
九
時

場
所
中
央
公
民
館

対

象

成

人

定
員
一
二
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
実
費
)

講
師
岩
永
憲
治
先
生

申
込
電
話
か
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
申
込
ん
で

下
さ
い
ο

定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
。

申
込
先
干
八
五
六
久
原
郷
一
一
の
一

中
央
公
民
館
耳
②
四
三
二
一



り (8) 

催

し

も

の

む

-
九
州
芸
術
祭

邦
楽
四
人
の
会
演
奏
会

お

十
月
二
十
六
日

(
火
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

市
民
会
館

邦
楽
四
人
の
会

尺

八

北
原
筆
山

響

後

藤

す
み
子

高
畑
美
登
子

十
七
弦
黒
沢
和
雄

曲
目

琉
球
民
謡
に
よ
る
組
曲
、

九
州
民
謡
に
よ
る
組
曲
、
春
の

海
、
瀬
音
、
岩
清
水
外

入
場
料
一

般

八

百

円

学

生

六

百

円

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
気
、
ァ

オ
パ

ラ
ジ
オ
‘
長
崎
書
居
、
市

役
所
市
民
相
談
室
、
中
央
公
民

館
、
中
地
区
公
民
館
、
図
書
館

市
内
音
楽
団
体

※
お
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ

日
時

お

演場
奏所

市政だより昭和51年10月15日
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圏
第

3
田

中
央
公
民
館
ゲ
ル

l
ブ

作

品

展

中
央
公
民
館
の
教
室
が
動
機
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
日
ど
ろ
の
成
果
を
展
示
発
表
す

る
と
共
に、

グ
ル
ー
プ
相
互
の
交

⑨
二
十
一
空
廠
殉
職
者
慰
霊
祭 流

を
図
る
グ

hwl
プ
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
十
一
月
五
・
六
・
七
日

午
前
九
時

I
午
後
四
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

展

示

写

真
、
墨
絵
、
木
彫
、
油

絵
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
日
曜

大
工
、
バ
ザ
ー
も
聞
き
ま
す
。

置
第
フ
回

秋
の
合
同
ゲ
ル

l
ブ
展
へ

ど

う

ぞ

会

場

中

地
区
公
民
館

期
間
十
月
三
十
日
(
土

)
l

十
一
月
三
日

(水
)

出
品
点
数
五
百
五
十
点

参
加
グ
ル
ー
プ

十
四
グ
ル
ー
プ

油
絵
、
あ
ざ
み

(料
理
)
菊
づ

く
り
、
手
芸
、
草
月
流
、
陶
芸

友
の
会
、
南
画
、
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
、
峰

友
会

(書
道
)、

茶
道

(表

・

裏
千
家
、
宗
偏
流
)

O
期
間
中
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

ー
を
実
施
し
ま
す
。
パ
ザ
!
の
品

目
は
、
南
画

・
書
道
の
色
紙
、
フ

ラ
ワ
ー、

手
芸
、
刺
繍
作
品
、
手

作
り
の
オ
ヤ
ツ
な
ど
が
あ
り
ま
す

-第
2
回

家
庭
教
育
映
画
会

内映
容画

「親
子
と
は
何
か
」

「
こ
ん
な
子
供
に
育
て
た

十
月
二
十
四
日

覚
え
は
な
い
」
と
い
う
母
親
の

嘆
き
。
何
が
そ
う
さ
せ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か。

二
人
の
初
老
の

婦
人
の
生
き
方
と
子
育
て
の
姿

を
描
い
て
、
今
日
ほ
ど
親
子
の

き
ず
な
が
弱
く
な
っ
て
い
る
時

代
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
現

代
の
親
子
関
係
に
欠
け
て
い
る

も
の
は
何
か
を
考
え
る
。

日
時
十
月
二
十
九
日

(
金
)

午
前
十
時

場

所

中

央
公
民
館

定

員

三

十
人
、
無
料

申
込

中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申

込
み
下
さ
い
。

-
第
6-回

良
い
映
画
を
見
る
会

主
催

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

十
月
二
十
三
日

(
土
)

川
午
後

一
時
三
十
分

l
二
時

四
十
二
分

萱
瀬
出
張
所

同
午
後
四
時
三
十
分

l
五
時

四
十
二
分

竹
松
出
張
所

対

象

子

供
、
一

般

入
場
料

無
料

映
画

「幻
の
狼」
l
名
犬
物
語
|

十
六
ミ
リ
・
カ
ラ
l
、
七
十
二

分
、
テ
ヘ
ラ
ジ
映
画
祭
最
優
秀

作
品
国
際
審
査
委
員
会
金
賞
、

(
日
)

午
前
十
一

時

慰
霊
塔
前

国
際
青
少
年
審
査
委
員
会
最
優

秀
賞
、
ゴ
ー
ル
ド
1

ド
ル
フ
イ

ジ
賞
、
文
部
省
選
定

解
説

第
二
次
世
界
大
戦
の
ユ
l

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
と
あ
る
寒
村
を

舞
台
に
、
少
年
と
犬
の
交
流
を

中
心
に
、

歴
史
と
大
い
な
る
自

然
と
豊
か
な
愛
情
を
か
ら
ま
せ

て
物
語
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ
。

皿
②
l
四
三
二
一

-
特
別
展
示
会

市
立
史
料
館
は
次
の
と
お
り
特

別
展
示
会
を
催
し
ま
す
の
で
多
数

お
い
で
下
さ
い
。

会
期

十

一
月
二
日
ま
で

午
前
九
時

l
午
後
五
時

な
お
月
曜
日
は
休
み
ま
す
。

展
示
内
容

将
軍
家

(家
光
、
家

綱
)
か
ら
大
村
藩
主
に
あ
て
た

書
状

(判
物
)、

小
西
行
長
の

通
行
手
形
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
の

軍
勢
催
促
状
な
ど
三
十
点

園
児
童
読
書
感
想
発
表

大

会

市
立
図
書
館
は
、
読
書
週
聞
に

ち
な
ん
で
児
童
読
書
感
想
発
表
大

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
五
日

(
月
)

午
後
二
時

市
民
会
館
、
三
階
ホ
!
ル

会
場

下 出
さ お十 演
い 誘 七者
。い人
合 市
せ内
の小
上 学
多校
数推
ご せ
来 ん
聴者

圃
秋
季
慰
霊
祭

日
時
十
月
二
十
日

(水
)

午
前
十
時
三
十
分
間
式

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
市
内
の
遺
族
の
方

の
遺
族
章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か

な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
社
会

課
、
各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受

け
と
り
下
さ
い
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

圏
第
門
回

大
村
市
民
音
楽
祭

十

一
月
十
三
日
(
土
)

午
後
五
時
三
十
分
間
場

午
後
六
時
間
演

市
民
会
館

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

大
村
市
教
育
委
員
会

入
場
料

無
料
。
た
だ
し
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
の
で
次
の
所

へ
ど
う
ぞ
。

各
出
演
団
体
、
市
役
所
市
民
相

談
室
、
中
央
公
民
館
、
中
地
区

公
民
館
、
図
書
館
、
市
社
会
教

育
課

日
時

主場
催所

出

演

団

体

一

回

(
邦
楽
)

規
友
会
、
鳳
友
会
、
星

門

風
会
、
大
村
宮
城
会
、
若
水
会
毒

筑
紫
会
、
鈴
菜
会

1
12

(
器
楽
)

パ
l
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

(
コ
ー
ラ
ス
)

大
村
少
年
合
唱
団

カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ
、
大
村
混

声
合
唱
団
、
青
年
団
コ
ー
ラ
ス

部
(声
楽

・
ピ

ア
ノ
)

ツ
ペ

ユ
ン
ク
グ
ル

そ

の

他

-

通

行

止

め

市
は、

公
共
下
水
道
の
工
事
の

た
め
、
次
の
と
お
り
車
両
の
通
行

を
制
限
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
‘
大
変
ど
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す。

大
村
駅
前
汚
水
管
布
設
工
事

場
所

東
三
域

(
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
)
H
I

西
三
域

(大
村
市
農
協

倉
庫
前
踏
切
)

来
年
二
月
末
日
ま
で

片
側
通
行
止

期
間

制
限
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